
「
日
本
語
教
育
の
参
照
枠
」
の
概
要

「
日
本
語
教
育
の
参
照
枠
」
と
は

Ｃ
Ｅ

Ｆ
Ｒ

（
ヨー

ロッ
パ

言
語

共
通

参
照

枠
）

を
参

考
に

、日
本

語
の

習
得

段
階

に
応

じて
求

め
られ

る
日

本
語

教
育

の
内

容
・方

法
を

明
らか

に
し、

外
国

人
等

が
適

切
な

日
本

語
教

育
を

継
続

的
に

受
け

られ
る

よ
うに

す
る

た
め

、日
本

語
教

育
に

関
わ

る
全

て
の

者
が

参
照

で
き

る
日

本
語

学
習

、教
授

、評
価

の
た

め
の

枠
組

み
。文

化
審

議
会

国
語

分
科

会
日

本
語

教
育

小
委

員
会

で
令

和
元

年
か

ら検
討

を
開

始
し、

国
民

の
意

見
募

集
を

経
て

、令
和

2年
11

月
に

一
次

報
告

、令
和

3年
3月

に
二

次
報

告
を

取
りま

とめ
た

。
令

和
3年

度
最

終
報

告
を

取
りま

とめ
る

とと
も

に
、活

用
の

た
め

の
手

引
き

等
や

「生
活

Ca
n 

do
」を

作
成

予
定

。

全
体
的
な
尺
度
（
抜
粋
）

日
本

語
能

力
の

熟
達

度
に

つ
い

て
６

レ
ベ

ル
で

示
した

も
の

熟 達 し た 言 語 使 用 者

C 2

聞
い

た
り、

読
ん

だ
りし

た
ほ

ぼ
全

て
の

も
の

を
容

易
に

理
解

す
る

こ
とが

で
き

る
。自

然
に

、流
ち

ょう
か

つ
正

確
に

自
己

表
現

が
で

き
、

非
常

に
複

雑
な

状
況

で
も

細
か

い
意

味
の

違
い

、区
別

を
表

現
で

き
る

。

C 1

い
ろ

い
ろ

な
種

類
の

高
度

な
内

容
の

か
な

り長
い

テ
クス

トを
理

解
す

る
こと

が
で

き
、含

意
を

把
握

で
き

る
。言

葉
を

探
して

い
る

とい
う

印
象

を
与

え
ず

に
、流

ち
ょう

に
、ま

た
自

然
に

自
己

表
現

が
で

き
る

。
社

会
的

、学
問

的
、職

業
上

の
目

的
に

応
じ

た
、柔

軟
な

、し
か

も
効

果
的

な
言

葉
遣

い
が

で
き

る
。

自 立 し た 言 語 使 用 者

B 2

自
分

の
専

門
分

野
の

技
術

的
な

議
論

も
含

め
て

、具
体

的
な

話
題

で
も

抽
象

的
な

話
題

で
も

複
雑

な
テ

クス
ト

の
主

要
な

内
容

を
理

解
で

き
る

。お
互

い
に

緊
張

しな
い

で
熟

達
した

日
本

語
話

者
と

や
り取

りが
で

き
る

くら
い

流
ち

ょう
か

つ
自

然
で

あ
る

。

B 1

仕
事

、学
校

、娯
楽

で
ふ

だ
ん

出
合

うよ
うな

身
近

な
話

題
に

つ
い

て
、共

通
語

に
よ

る
話

し
方

で
あ

れ
ば

、主
要

点
を

理
解

で
き

る
。

身
近

で
個

人
的

に
も

関
心

の
あ

る
話

題
に

つ
い

て
、単

純
な

方
法

で
結

び
付

け
られ

た
、脈

絡
の

あ
る

テ
クス

トを
作

る
こと

が
で

き
る

。

基 礎 段 階 の 言 語 使 用 者

A 2

ご
く基

本
的

な
個

人
情

報
や

家
族

情
報

、買
い

物
、近

所
、仕

事
な

ど、
直

接
的

関
係

が
あ

る
領

域
に

関
す

る
、よ

く使
わ

れ
る

文
や

表
現

が
理

解
で

き
る

。簡
単

で
日

常
的

な
範

囲
な

ら、
身

近
で

日
常

の
事

柄
に

つ
い

て
の

情
報

交
換

に
応

じる
こと

が
で

き
る

。

A 1

具
体

的
な

欲
求

を
満

足
させ

る
た

め
の

、よ
く使

わ
れ

る
日

常
的

表
現

と基
本

的
な

言
い

回
しは

理
解

し
、用

い
る

こと
も

で
き

る
。も

し
、

相
手

が
ゆ

っく
り、

は
っき

りと
話

し
て

、助
け

船
を

出
して

くれ
る

な
ら

簡
単

な
や

り取
りを

す
る

こと
が

で
き

る
。

聞
く
こ
と

読
む
こ
と

話
す
こ
と

（
や

りと
り）

話
す
こ
と

（
発
表
）

書
く
こ
と

５
つ

の
言

語
活

動
（

言
語

活
動

別
の

熟
達

度
を

示
す

）

期
待
さ
れ
る
効
果

・各
レ

ベ
ル

に
つ

い
て

の
説

明
は

、
CE

FR
日

本
語

版
（

追
補

版
）

の
訳

文
を

基
に

し、
CE

FR
補

遺
版

を
参

考
に

一
部

修
正

を
加

え
た

。

「日
本
語
教
育
の
参
照
枠
」

＊
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
とは

ヨー
ロッ

パ
言

語
共

通
参

照
枠

（
CE

FR
: 

Co
m

m
on

 E
ur

op
ea

n
Fr

am
ew

or
k 

of
 R

ef
er

en
ce

 fo
r 

La
ng

ua
ge

s）
は

、欧
州

評
議

会
に

よ
って

20
年

以
上

に
わ

た
る

研
究

と検
証

の
末

に
開

発
され

20
01

年
に

公
開

され
た

。現
在

で
は

40
も

の
言

語
で

翻
訳

され
て

い
る

。ま
た

、C
EF

R 
は

言
語

資
格

を
承

認
す

る
根

拠
に

も
な

る
た

め
、国

境
や

言
語

の
枠

を
越

え
て

、
教

育
や

就
労

の
流

動
性

を
促

進
す

る
こと

に
も

役
立

って
い

る
。

＊

国
内
外
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
質
の
向
上
を
通
し
て
、

共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
。

●
国

内
外

共
通

の
指

標
・包

括
的

な
枠

組
み

が
示

され
た

こと
に

よ
り国

や
教

育
機

関
を

移
動

して
も

継
続

して
適

切
な

日
本

語
教

育
を

受
け

る
こと

が
で

き
る

。
●

生
活

・就
労

・留
学

等
の

分
野

別
の

能
力

記
述

文
（

Ca
n 

do
）

が
開

発
され

、生
活

者
・就

労
者

・留
学

生
等

に
対

す
る

具
体

的
か

つ
効

果
的

な
教

育
・評

価
が

可
能

に
な

る
。

●
日

本
語

能
力

が
求

め
られ

る
様

々
な

分
野

で
共

通
の

指
標

に
基

づ
く評

価
が

可
能

とな
り、

試
験

間
の

通
用

性
が

高
ま

る
。

●
適

切
な

日
本

語
能

力
判

定
の

在
り方

が
示

され
た

こと
に

よ
り試

験
の

質
の

向
上

が
図

られ
る

。


